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2025年３月期通期連結業績予想と実績との差異及び 

剰余金の配当(期末配当)に関するお知らせ 

 
2024年９月 25日に公表いたしました 2025年 3月期通期連結業績予想と本日公表の実績に差異が生じました 

ので、お知らせいたします。 

あわせて、本日開催の取締役会において、剰余金の配当(期末配当)の修正を決議いたしましたので、下記の通 

りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想と実績との差異 

 

（１）2025年３月期通期連結業績予想と実績の差異（2024年４月 1日～2025年 3月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 (Ａ) 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

（2024 年９月 25 日公表) 20,600 3,600 3,400 2,400 190.02 

今回発表実績(Ｂ) 23,829 4,585 4,640 3,454 273.53 

増減額 (Ｂ－Ａ) 3,229 985 1,240 1,054  

増減率 (％) 15.7 27.4 36.5 44.0  

（ご参考）前期実績 

(2024 年３月期） 
17,461 870 1,007 622 49.32 

（２）差異の理由 

売上高につきましては、メモリー向けプローブカードが、当第４四半期（2025 年１月～３月）において、   

国内及びアジアを中心とした海外向けに、先端半導体向け高付加価値製品の拡販が著しく進展したこと等に 

より、前連結会計年度を大きく上回る結果となりました。 

利益面につきましても、高付加価値製品を中心とした売上高の増加による、国内工場の稼働率向上及び、 

為替が想定より円安となった事等により、前連結会計年度を大きく上回る結果となりました。 

  

２．剰余金の配当 

 

(１) 配当の内容 

 年間配当金 

 第２四半期末 期末 合計 

前回予想（2024年 9 月 25日） 

30 円 

（普通配当)30 円 

25 円 

（普通配当)20 円 

（記念配当) 5 円 

55 円 

（普通配当)50 円 

（記念配当) 5 円 

今回実績 

30 円 

（普通配当)30 円 

 

40 円 

（普通配当)35 円 

（記念配当) 5 円 

70 円 

（普通配当)65 円 

（記念配当) 5 円 

（ご参考）前期実績（2024年３月期） （普通配当)20 円 （普通配当)20 円 （普通配当)40 円 

(２) 2025 年３月期 期末配当修正の理由 

当社は、株主の皆様に対する「安定的な利益還元」を重要な経営⽅針の⼀つとしています。2024-2026年 

度中期経営計画においては、設備投資と研究開発を中⼼に「将来に向けた成⻑投資」とのバランスを取りな 

がら、株主の皆様へ安定的・継続的かつ利益に⾒合った配当を実施する方針としています。 

2025年３月期期末配当につきましては、2025年３月期通期連結業績の実績を踏まえつつ、将来に向けた成

長投資を勘案し、上記の内容に修正いたしました。 

以 上 


